
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 先日、母校 OB 会の行事で燕市を「産業観光」してきました。 

産業観光とは、その町の産業文化財や産業製品、職人の技術を観光資源とするもので、 

燕市は全面的にバックアップしています。同じ新潟県内に住んでいても「燕＝洋食器」 

程度の知識しかなかった私も楽しみながら学ぶことができました。一部を紹介します。 

 

 

 

 こちらの史料館には、「学芸人」と呼ばれるほど話がウマく、聞く人を唸らせるほど博識な齋藤

優介さんという学芸員がいます。この方の話を聞きながら見学するのと、そうでない場合は雲泥

の差です！（行かれる場合は、事前に彼のスケジュール要確認！） 
 昔、水害が多く農業での生計が安定しなかったため、生きる道として「和釘づくり」の職人が

生まれたのが金属加工の始まりとのこと。それから、時代の流れとともにヤスリ、キセル、矢立、

彫金、銅器、洋食器、刃物など現在に至る歴史が作られたそう。他にも、銅の板が職人の技術で

急須や花器になる工程や徳川綱吉や清水の次郎長の愛用したキセル、世界のスプーン館など面白

エピソードとともにナビゲートしてくれました。 

 
 
 

板状の銅板を職人が金槌などで打ち伸ばしたり縮めたりすることで命ある道具「鎚起
つ い き

銅器
ど う き

」に

生まれ変わる・・・その技術は「無形文化財」に指定されています。「国宝」六代目玉川政夫の 

木目
も く め

金
がね

やウン十万円もする美術工芸品はまさに目の保養でした。ご一緒した中で、○万円もする

銅のビアグラスを購入した方がいて、夜の宴会で、お言葉に甘えてそのグラスでビールを堪能。

きめ細やかな泡とまろやかな味に陶酔…飲み過ぎてしまったことは言うまでもありません。 
 

 

 

 

自治体が技術者を育てる公的機関が「磨き屋一番館」。磨きのプロが 
チタンやステンレスをピカピカにしていました。世界に誇る「磨きの技」というものを初めて

知りました。案内職員の方の「１０月末で値上げです。今がチャンス」との言葉に、光輝くグラ

スやぐい飲みについ手が伸びてしまいます。最後に地元の工場の廃番商品やワケあり品などを扱

うアウトレット「ストックバスターズ」へ。職人の技や美術工芸品を見た後に立ち寄ると、すべ

てが激安に思えて財布のヒモが緩みっ放し。「産業観光」の見学地・順路は、知的好奇心を満足さ

せ、それが商業振興に結び付くよう緻密に考えられていました。 

燕市産業観光と岩室温泉、久々に楽しんできました！！ 
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堂で伝統の技術・美に触れる 

 燕市産業史料館 学芸員の話に引き込まれる

 磨き屋一番館とストックバスターズ 



 

 
今年も残り１か月半となり、いよいよ年末調整の時期がやってきます。 
スムーズな年末調整を行うために事前準備をしっかりしましょう。 

 
 

①扶養控除の見直し 

（１）年齢１６歳未満の扶養親族に対する扶養控除が廃止。 

⇒ 扶養控除の対象が、年齢１６歳以上の扶養親族となりました。（下表①） 

（２）年齢１６歳以上１９歳未満の人の扶養控除の上乗せ部分（２５万円）が廃止。 

⇒ 扶養控除の額は３８万円。（下表②） 

さらに、特定扶養親族の範囲が、年齢１９歳以上２３歳未満の扶養親族に変更。（下表③） 

（３）源泉徴収税額表においては控除対象配偶者、控除対象扶養親族の人数など（扶養親族等の

数）に応じて税額を算出することとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②同居特別障害者加算の特例措置が改組されました 

 【改正後の扶養控除額等】 

区           分 控除額 

配 偶 者 控 除 
一 般 の 控 除 対 象 配 偶 者 380,000 円 

老 人 控 除 対 象 配 偶 者 480,000 円 

扶 養 控 除 

一 般 の 控 除 対 象 扶 養 親 族 380,000 円 

特 定 扶 養 親 族 630,000 円 

老 人 扶 養 親 族
同居老親等以外の者 480,000 円 

同 居 老 親 等 580,000 円 

障害者控除 （ 注 ２ ） 

一 般 の 障 害 者 270,000 円 

特 別 障 害 者 400,000 円 

同 居 特 別 障 害 者 750,000 円 

    
（注）１  部分は改正された項目です。 

   ２ 障害者控除は扶養親族が年少扶養親族である場合にも適用されます。 

 

 トピックス ●年末調整の時期が近づいてきました。 

① 

② 

③ 

昨年度と比べて変わった点 



 
 

 
社員が記入、提出する書類は早めに回収して年末調整に備えましょう。 

■扶養控除等（異動）申告書 

  ・提出漏れの社員はいませんか？ 
  ・本年中に扶養家族に変化があった社員はいませんか？ 

     
 

 
 
 
 
 
  

■給与所得者の保険料控除申告書 ＜対象者のみ＞ 

  ・各種保険料等の支払いは本人が支払ったものですか？ 

  ・社会保険料の金額に給料から差し引かれた社会保険料を 

記載してはいませんか？ 
■給与所得者の配偶者特別控除申告書 ＜対象者のみ＞ 

  ・所得者本人の合計所得金額が 1,000 万円以下ですか？ 

  ・配偶者控除の対象なのに、配偶者特別控除を適用していませんか？ 

 ■給与所得者の住宅借入金等特別控除申告書 ＜対象者のみ＞ 
  ・住宅の取得等をした人と申告者が同一人ですか？ 

  ・借入れ等をしている人と所得者本人が同一人ですか？ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 11/10 ●一括有期事業開始届の提出（建設業）  

主な対象事業：概算保険料 160 万円未満

でかつ 請負金額が 1 億 9000 万円未満の

工事 

 ●10 月分の源泉所得税・住民税特別徴収

税額の納付 

11/15 ●所得税予定納税額の減額申請 

 

11/30 ●10 月分健康保険・厚生年金保険料の納付 

 ●所得税の予定納税額の修正申告  

 ●所得税の予定納税額の支払  

 ●個人事業税の納付（納付対象：第 2 期分） 

      ●9 月決算法人の確定申告・翌年 3 月決算 

法人の中間申告  

      ●12 月・翌年 3 月・6 月決算法人の消費税の中

間申告 

お仕事 

カレンダー 

扶養控除等の誤りが分か

った場合は、年末調整のやり

直しなどを行わなければなり

ません。 ご注意を！ 

 

 
 
・本年中の主たる給与の収入金額が 2,000 万円を超える人 
・災害により源泉所得税の徴収猶予又は還付を受けた人 
・２か所以上からの給与の支払いを受けている人で、 
他の給与支払者に年末調整をお願いしている人 
（税額表の乙欄の人）            など 

・年末調整の対象とならない人 

・医療費の支払いが多額であった人 

・平成 23 年中に住宅をローンで購入された

場合などで、源泉徴収された所得税の還付

を受ける人 

については『確定申告』が必要です。忘

れずに申告するよう、お声がけください。 

●年末調整の対象とならない人 

年末調整を始める前に準備しておきたい書類と確認事項 



 

 

 

 

 

 

 ２０代後半の頃、坂口安吾の「堕落論」を読みました。 

人が視線をそらすようなことに独特の視点でズカズカ切り込む論調…でも、 

読み進めずには居られない蜜のある文章。読んだ当時、私も驚きましたが、 

敗戦後、これを読んだ人々はどれほどの衝撃を受けたことでしょう。 

石原慎太郎の「新・堕落論」を書店で目にしたとき、当時を思い出し、 

両方購入して読んでみました。（以下、いつも通り自分勝手な解釈です） 

 

敗戦後、生き残った兵が闇屋となり、戦地で夫を亡くした未亡人が新しい 

恋をし、六十過ぎの軍人が切腹もせず法廷で裁かれることに、人間が変わった 

のではないと坂口安吾は言う。世の中の上っ面が変わっただけで、 

人間とは本来そういうもので、人は生き、堕ちて、人らしく堕ちぬくことで 

救われると説いた。 

安吾の「堕落論」には遠い未来に一筋の光を見ることができるが、 

一方の石原慎太郎の「新・堕落論」では、私たちはすでに堕ちぬいていて、 

現在も未来も真っ暗闇である。 

 亡くなった実の親の弔いもせず何十年もその年金を搾取、幼い子供の物欲に 

つけこんで肉体をあさる大人たち、新しい同棲相手に媚びて連れ子をいびり殺す…今の日本は 

平和毒にまみれ、我欲のみを追究し、人間そのものが変わったと石原氏は言う。 

 しかし、石原氏が挙げる「核保有」「若者の兵役」「税制の抜本的改革」などの解決策も、前述

の人間の変化と関連があるのかないのかハッキリせず、絵空事のよう。国として堕ちつつある感

覚をリアルにさせ、より良い未来への手掛かりが一つも見当たらない嫌～な読後でした。 

 

 

 

 

 宮﨑あおいさんと堺雅人さん出演の同名の映画が公開中ですね。 

「うつ」は労務管理上でも最近注目を浴びるテーマであり、知識として 

知っている様な気になっていました。 

しかし、ごく身近に「うつ」の人がいるわけではなく、また他人の 

「うつ」の様子は質問をはばからせる悲惨さが漂っており、実際は 

なんだかよくわからないまま・・・多くの人がそうだったハズ。 

だからこそ、この本が売れたのでしょう。発病から経過、絶望、浮き沈みの回復期まで、分か

りやすくリアルに描かれています。重いテーマなのに悲壮感なく笑いながら読めるのは、この本

がコミック（漫画）だから。そばにいる家族の心情も正直で共感でき、「うつ」と向き合いながら

深まる夫婦愛も GOOD。おススメです。 

 

せきねの「気になる」を勝手に情報発信コーナー   

書籍  ツレがうつになりまして    細川 貂々 

書籍 堕落論  坂口安吾 / 新・堕落論 石原慎太郎 


